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報告

二漢字語を見出し語とした医学術語学習辞典作成の試み

増田光司,中 川健司,佐 藤千史

先行研究により得られた知見と資料を学習辞典としてまとめる教材開発の事例を紹介したい。先行研究が明らかにした医学術語中

の二漢字語(2字 から成る漢字熟語)の重要性を踏まえ、学習者と教授者のための二漢字語の見出しを持つ医学術語学習辞典の作成作

業が進行中である。この辞典は、語の読み方や意味を示す辞書機能を持つことに加え、多量かっ難解な日本語の医学術語の学習効率

を高めることをねらい、個々の見出し語の学習上の重要度と、その語がどのような医学術語に含まれているかを示している。語の重

要度は一般の日本語教育と医歯学教育の語彙との関係を調査したデータに基づいており、医学術語への応用面は先行研究の成果であ

る医学術語リス トを基にしている。
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1.は じめに

医学術語は日本人にとっても難解であるが、日本語を

母語 としない外国入留学生にはさらに難解である。医歯

学系留学生に対する専門日本語語彙教育の効率化と充実

のためには、専門の語彙についての調査・分析に基づく基

礎資料化とそれに立脚した教育実践が不可欠である。こ

こでは、先行研究により得られた知見と資料を、学習辞

典という形で教材化する事例を紹介したい。本学習辞典

作成は、日本語教育者(増 田光司、中川健司〉と医学教

育者(佐 藤千史)と の3名 の共同研究 ・作業として現在

進められている。

2.医 学 術 語 学 習 辞 典 の 概 要

2.1二 つの先行研究 と学習辞典作成の経緯

第1段 階(以 下、「先行研究1」注1)と して、 日本語教育

者 と医学教育者が協力 して、医学教育で用い られ る用語

について検討を行い、基礎・臨床医学の基本的な医学術語

を約7400注2を 選定 し、これをリス ト化した。この リス ト

(以下、「医学術語 リス ト」)を分析 した結果、基本的な医

学術語では漢字を含む語が多いことに の リス トでは全

項 目の約9割)が 明 らかになった。

第2段 階(以 下、「先行研究2」注3)は、二漢字語が医学

術語 リス ト中の漢字を含む語の中心的な構成要素である

ことを明 らかにし、これ らの二漢字語 について、一般 日

本語教育および医歯学教育の語彙 との関係 を調査 した。

上述の2段 階を踏まえた第3段 階 として、医学術語学

習辞典の作成を行っている。

2.2医 学術語学習辞典の基本的構造

2.2.1二 つの辞書

医学術語学習辞典は、以下の二つの、相互に独立する

が関連 している2辞 書を合わせたものになる。

①医学術語 リス トを元に作成 した辞書(以 下、「基礎医

学術語辞書」)

②二漢字語を親字 とする辞書(以 下、「二漢字辞書」)

① と②の概要を図例を使って次頁に示す(図1、 図2)。

2.2.2基 礎医学術語辞書

先行研究1で 作 られた医学術語 リス トに基づ き、 リス

ト項 目を厳選する方向で再検討 し、ひ らがなの読み と英

訳を加え、術語の意味あるいは読み方ない し漢字表記を

調べることができる辞書を作成 している。当初約7400項

目あった リス トは、教材 として掲載すべき項 目の再選定

により、現在は約7200項 目になっている。現在 も医学教

育者 と日本語教育者が協力 して見出 し語 と英訳の検討 を

続けている。

2.2.3二 漢字辞書

二漢字辞書は1見 出し語に1ペ ージを当てている。1

ページの基本的構成は以下のようである。

1)見出 し語

医学術語 リス ト中出現頻度4以 上のもの計612語 。(出

現頻度ごとの二漢字語数については表2を 参照のこと。)



図1基 礎医学術語辞書の概要

図2二 漢字辞書の概要

2)意 味部

見出 し語 となっている二漢字語の英訳の部分。

該 当す る英訳はほぼ全て採用 し、原則的に、次のよう

な順序で併記す る:① 医学的な英訳の うち代表的なもの、

② ラテ ン語・ギ リシャ語起源の英訳(そ れが医学的に代表

的なものであれば①の位置へ)、 ③その他の医学的な英

訳。その例を表1に 示す。

さらに、下述 「4)用例部」の用例 との一定の整合性 を考

慮する。た とえば、「移植」のような場合である。ステ ッ

ドマン医学大辞典1)で 「移植」を引き、そのまま並べていけ

1まgraft,grafting,transplantation,implantation,

plastyの ようになるが、単に辞書に従って訳語 を列記す

るだけの形では、一般および専 門の日本語語彙力のない

学習者の誤解・混乱を招きやすい。graftに は確かに「移

植」の意味もあるが、「移植片」の意味で使われ ることが多

表1医 学術語の英訳分類例



い。implantationは 「移植(自 然歯を人工的に作 られた歯

槽内に挿入すること)」Dという記述 もあ り、歯学の用語 と

重なる。plastyは 欠損部分の修復の外科的手技で用例部

の 訳 語 に 現 れ な い(図2)。 用 例 部 を 見 れ ば 、

transplantationを 含んだ英訳が多く、これが 「移植」の

対訳 として妥当であることは明白である。 したがって、

意味部ではtransplantationが 第一義であることを学習

者に対 し明示するのが妥当となる。

3)デー タ部

二漢字語の諸資料中の出現(該 当)の有無あるいは出現

頻度について数値化 されたデー タであり、図2の 左か ら

順に、以下の5種 である。

①LIST:医 学術語 リス ト中の出現頻度

*出 現回数で表示。

②JLPT:日 本語能力試験出題基準該当級

*1～4級 該当は順に、1、2、3、4。 非該当は0。

③NrT:過 去14年 間の朝 日新聞の記事内出現頻度

*出 現回数で表示。非該当は0

④MED:医 師出題基準中の出現頻度

*出 現回数で表示

⑤DEN:歯 科医師出題基準中の出現頻度

*出 現回数で表示

これ らが どのように求められた数値であるかは後述する。

4)用 例部

用例部には親字の二漢字語 を構成要素 として含む医学

術語辞書の各項 目を用例 として記載 した。該当する用例

が10以 下の場合はその全て、11以 上の場合は10語 を選

択 して記載 した。図2の 「移植」の例を参照されたい。 こ

の英訳つきの用例は、基礎医学術語辞書中の「移植」を含

む17の 見出し語か ら選んだものである。

用例の選択に際 しては語構成に配慮 し、原則 として次

のような順に並べた。

A+二 漢字語 、二漢字語+A、A+二 漢字語+A

Aは 二漢字語の前後に接続する接辞、語等の一切である。

3.先 行 研 究2か ら二 漢 字 辞 盤 へ

先行研究1と 基礎医学術語辞書の関係は 「2,2.2,基 礎

医学術語辞書」にとどめ、ここでは、先行研究2と 二漢字

辞書(特 に見出 し語、デー タ部)の 関係について述べる。

3.1な ぜ二漢字語を見出し語とするのか

3.1.1造 語力と学習効率

先行研究2で は、先行研究1で 選定 された基本的な医

学術語 には漢字で表記 され ている術語が最 も多く、その

多 くが漢字熟語か ら構成 されている点、特に、二漢字語

が医学術語の漢字熟語構成の基幹となっている可能性が

高い点に着目した。

たとえば、「感染経路」「感染源」「クレブシエ ラ感染症」

「感染防御」「混合感染」における「感染」である。 この 「感

染」 とい う2漢 字語はこれ ら以外の医学術語 中にも数多

く出現 し、リス ト中に全部で53回 出現する。この ことか

ら高い造語力を持つ語であると言 える。

学習者にとって、高い造語力を持つ漢字熟語 を学ぶ こ

とは学習効率を高める可能性が高い と考えられ る。学習

辞典 として二漢字辞書を作成す る理由もここにある。

3.1.2医 学術語の構成要素としての二漢字語

医学術語 リス ト中の全語7416を1つ 以上の構成要素に

分割 し5)、総計12040の 構成要素をえた。その うち、二

漢字語 を含む構成要素は8961(全 構成要素の74%、 漢字

を含む構成要素の86%)あ り、漢字語が医学術語 リス ト中

の漢字熟語構成の基幹 となっていることが数量的に明 ら

かになった。

3.1.3二 漢字語の造語力の分析

医学術語 リス ト中の二漢字語の延べ語数は8961、 異な

り語数は1821で ある。リス ト中の出現回数 に応 じた異な

り語数を表 したものが表2で ある。

表2出 現頻度ごとの二漢字語数



出現頻度の高いものは、基本的な医学術語の中で造語

力が高く、その意味で学習上の基本度が高いものだと考

えることができる。

3.1.4分 析結果の本辞典への応用

二漢字辞書では、以上述べてきた造語力に着 目し、2

つの点で分析結果を応用 した。

一つは、見出 し語の採用基準である。見出し語 には医

学術語 リス ト中の出現頻度4以 上のものを採用 した。頻

度4以 上 としたのは、学習すべき二漢字語が多くな りす

ぎないこと、また、学習辞典 としての適当な頁数(各 二漢

字語に1頁 を与えるため、頻度4以 上ですでに612頁 と

なる)を 考慮 した結果である。

もう一つは、個々の二漢字語の造語力を表す数値であ

る。210か ら4ま での範囲でいずれかの数になるが、デー

タ部(図2、 「2.2.3.二漢字辞書3)デ ータ部」)、LIST欄 に

医学術語 リス ト中の当該見出 し語の出現回数が示されて

お り、これを見るとその二漢字語 の造語力の高 さがわか

るようになっている。

3.2デ ータ部の数値

二漢字辞書のデータ部の数値(上 述のLISTの 項 目を除

く)が いかに求められたかについて以下説明する。

3.2.1一 般日本語教育の語彙 と二漢字語

見出 し語 とした二漢字語について、一般の日本語お よ

び 日本語教育の語彙 とどのように対応す るかを調査する

ため、以下の2つ の調査を行った。

1)イ ン ター ネ ッ ト上の ツール 「チ ュ ウ太 の道 具箱 」

(http://language.tiu.ac.jp/tools,html)の 語彙判定を

使い、日本語能力試験出題基準(語彙)各 級への対応 を調

査 した結果が表3で ある(以下、所定の二漢字語 が照合対

象 とした資料に も含まれている場合 「該 当する」と言 う)。

二漢字辞書では、データ部(図2)でJLPTと して表 され

ている。

該 当しないもの(級外)1417語 が二漢字語の約78%を

占める。 このことは、医学術語 リス ト中の漢字熟語の核

となる二漢字語の4分 の3以 上が医歯学系留学生に とっ

て未習の語彙である可能性が高いことを示 している。換

言すれば、二漢字語の多くは、学習上の基本度の高 さに

表3日 本語能力試験各級での該当数

反 して習得の困難が予想 され、そこに効率よく学べる教

材を用いた学習 と指導の必要性が暗示 されている。

2)朝 日新聞の語彙 との比較

「NTTデ ータベースシ リーズ日本語の語彙特性 第7巻

単語頻度」2)を用いて、見出し語 とした二漢字語 について、

朝 日新聞の過去14年 間(1985～1998年 〉の記事中の出現

を見た。該当しないものが418語 、1821語 中の約23%に

上る。

二漢字辞書では、データ部(図2)でNTTと して朝 日新

聞中の出現頻度が表されている。

3.2.2医 歯学教育の語彙と二漢字語

1821の 二漢字語について、『医師国家試験 出題基準(平

成13年 版)』3)お よび 『平成14年 版 歯科医師国家試験

出題基準』4)に おける出現頻度を調査 した。二漢字辞書

のデータ部の表に、それぞれMEDお よびDENと して、両

出題基準中の出現頻度が表されている。

さらに、医学術語 リス ト中で造語力を持つ(出 現頻度2

回以上)二 漢字語1268語 について、医学術語 リス ト中の

出現頻度と両出題基準中の頻度 との相関をとり、正の相

関があることを明らかに した6)。 換言すれば、医学術語

リス トにおける二漢字語 の造語力の強さと両出題基準に

おける造語力の強さに相関があったということであ り、

これ らの出題基準がそれぞれの分野で必要 とされ る基礎

的な専門用語をカバー していることを考えると、二漢字

語の学習の有効性 を考える上で、興味深い結果である。

4.本 辞典 の特徴 と課題 ・将 来展望

4.1特 徴は二漢字語辞書

本辞典の特徴は、独立した二漢字語の辞書を内蔵する

こと、二漢字語辞書と基礎医学術語辞書が相互に密接に

関連していることである。基本的な仮説は二漢字語の学

習が医学術語の学習効率を高めるというものである。

また、作成方法の特徴としては、医学教育者と日本語

教育者が協同で行っていることである。

4.2学 習者と教授者の学習辞典

完成をめざす辞書は、まず、学習者のための学習辞典

であるが、同時に、教授者のためのものでもある。

教授者とは医歯学教育者と医学専門語を教える日本語

教師である。二漢字辞書のデータ部などは大いに教授上

の参考になるはずである。



学習者とは医歯学系の留学生であり、第一のターゲッ

トは学部留学生であり、第二は、専攻生、研究生らを含

む漢字系の大学院生である。

学部留学生は日本人学生と同様に日本語で書かれた医

歯学の教科書などの広い分野の文献を使い学業をなさな

ければならない。基本的な医学術語の習得、および、医

学術語習得の基礎的な語彙能力が要求される。医歯学、

医科歯科医療分野の語彙は膨大であり、効率的な学習が

要求される。

漢字系の大学院生で英語ができる者にとっては、日本

語の文献を理解する上で学部生同様の使用価値がある。

また、漢字系の多数を占める中国人留学生には、中国語

と日本語の基本的な医学専門語の相違を理解するうえで

の価値がある温。

4.3目 標とする語彙能力の育成

本辞典では以下の①および②の語彙の習得をめざして

いる。

①二漢字辞書の語彙。すなわち、記載されている二漢

字語612語 。

②基礎医学術語辞書の語彙 すなわち、基本的な医学

術語約7200。

二漢字語は②の見出し語から、抽出されたものである。

①の二漢字語(例:「感染」)で②において出現頻度の高い

ものを理解していれば、統合的思考を働かせ、効率よく

②(例:「感染経路」「感染源」「混合感染」など)を学べる。ま

た、②を学習 しているとき、分析的思考が働けば①の習

得も強化される。

すなわち、①と②の語彙能力の発達は別個に養われる

ものではなく、統合的・分析的に相互に補完しあうと考え

ている。そのために、①の辞書構成では、親字ごとに必

ずその二漢字語を含む基礎医学術語辞書の語を載せてい

ることは既に述べた。

さらに、①の習得が、②に記載されていないが、①を

構成要素として含む新出語彙の習得を助けるであろうこ

とに注目すべきである。前述「3.2.2.医歯学教育の語彙と

二漢字語」で明らかにされた出現頻度の相関はその可能

性を暗示している。

4.4電 子辞書へ

前項3.3.で 述べた両辞書の語彙の相互関連を考えれば、

辞書が電子化されることが極めて有効であることは言 う

までもない。両辞書の間を使用者が自由に行き来できる

ことが学習効率上不可欠だからである。性能のよい電子

辞書の備える、いわゆるジャンプ(ある親字項目内の記述

の一部から他の親字項 目に直接に移動することができ

る)という機能が電子化の長所として最低限要求される。

5.お わ りに

以上、二つの先行研究の成果を学習辞典作成に結びつ

ける例を報告した。辞典は原稿の作成段階であり、まだ

完成していない。二漢字辞書の記述内容にしても、さら

なる検討・洗練が必要であり、データ部の記述法も検討を

要する。やらなければならぬことは多い。

本稿では、先行研究を通 して浮かび上がってきた問題

は割愛し、学習辞典作成の諸ポイントに集中して述べた。
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1.先行研究1は 、次の文部省科学研究費補助金による研究の一

環として行われた:平 成7～9年 度文部省科学研究費補助金基盤

研究B一 般(2)、 研究課題名「留学生のための専門用語辞典一医

学系一作成に関する研究」、研究者氏名:増 田光司(研究代表者)、

佐藤千史、エカタクシン・ウィチャイ

2,先 行研究1で は、第1次 資料(医学教科書・医学文献の索引項

目、臨床会話集、論文作成のための医学英語表現集の日本語部

分、看護師用教材)の入力と、入力された資料から医学教育で基

本的とされる語の選定作業を行った。医学術語約7400項 目、そ

の他の医学関連語約4100項 目を選定した。

3,先 行研究2は 、次の科学研究費補助金による研究の一環とし

て行われた:平成14～15年 度科学研究費補助金基盤研究C(2)、

研究課題名「医学系留学生のための医学専門語の調査分析とリ

ス ト化」、研究者氏名:増 田光司(研 究代表者)、大北葉子、泉

谷双藏、佐藤千史、原諭吉(以上、研究分担者)、中川健司(研究

協力者)、

4,明 治期来の中国人訪 日留学生の日本語教育史を少々なりと

も謁った者は中国の医学専門語のほとんどが日本語からのもの



で現在もそのまま使用されていると考えやすいが、かなりの割

合で日本の医学専門語と相違がある。たとえば、参考文献7を

参照されたい。
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